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八
月
二
日
㈫
と
三

日
㈬
に
、
福
島
県
委

託
事
業
の
「
元
気
な

ふ
く
し
ま
っ
子
「
食
」

体
験
・
交
流
推
進
業

務
」
の
委
託
を
受
け
、

三
年
目
と
な
る
今
年

も
、
福
島
県
酪
農
業

協
同
組
合
主
催
で
参

加
者
を
募
集
す
る
事

業
を
企
画
し
、“
～
一

日
体
験
バ
ス
ツ
ア
ー

～
家
族
一
緒
に
牧
場
＆
乳
業
工
場
に

行
っ
て
み
よ
う
♪
”
と
題
し
、
普
段
飲

ん
で
い
る
牛
乳
が
牧
場
で
生
産
さ
れ
、

乳
業
工
場
で
製
品
と
な
り
、
自
分
た

ち
の
手
元
に
届
け
ら
れ
る
の
ま
で
の
過

程
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
二
日
間
合

わ
せ
て
親
子
三
二
組
八
〇
名
の
参
加
者

と
、
ミ
ネ
ロ
フ
ァ
ー
ム
と
酪
王
乳
業
㈱

に
協
力
の
も
と
、
体
験
ツ
ア
ー
を
実
施

い
た
し
ま
し
た
。

　

ミ
ネ
ロ
フ
ァ
ー
ム
で
は
、“
牧
場
に

行
っ
て
み
よ
う
♪
”
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

牧
場
案
内
ツ
ア
ー
や
牛
に
触
れ
て
み
よ

う
な
ど
、
牧
場
は
ど
ん
な
場
所
で
、
牛

は
ど
ん
な
生
活
を
し
て
い
る
の
か
を

知
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
搾
乳
牛
か
ら
の

搾
乳
体
験
、
子
牛
の
世
話
、
牛
舎
の
中

に
入
っ
て
エ
サ
を
あ
げ
た
り
と
い
う
体

験
を
行
う
な
ど
、
生
乳
の
生
産
現
場
や

搾
り
た
て
の
生
乳
の
温
か
さ
を
知
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
酪
王
乳
業
㈱
で
は
、“
乳
業

工
場
に
行
っ
て
み
よ
う
♪ 

“
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
牧
場
で
搾
ら
れ
た
生
乳
が

ど
の
よ
う
な
工
程
を
経
て
、

届
け
ら
れ
て
い
る
の
か
を

工
場
見
学
や
牛
乳
の
飲
み

比
べ
な
ど
を
通
し
て
学
び

ま
し
た
。

　

特
に
ミ
ネ
ロ
フ
ァ
ー
ム

で
実
施
し
た
体
験
の
中

で
、子
ど
も
達
に
人
気
だ
っ

た
の
は
、
直
接
、
牛
と
触

れ
合
う
体
験
で
牛
舎
の
中

に
い
る
た
く
さ
ん
の
牛
を

ま
じ
か
に
見
て
、
自
分
よ

り
も
は
る
か
に
大
き
い
牛
に
び
っ
く
り

し
な
が
ら
も
餌
を
あ
げ
た
り
、
子
牛
の

お
世
話
体
験
で
は
、
獣
医
さ
ん
に
な
り

き
り
、
牛
の
体
温
を
測
り
、
診
療
す
る

体
験
に
も
挑
戦
す
る
と
い
う
と
い
う
な

か
な
か
で
き
な
い
貴
重
な
体
験
を
行
っ

た
り
、「
牛
を
飼
っ
て
み
た
い

！！
」
や
「
牛

と
触
れ
合
え
て
、
楽
し
か
っ
た

！！
」
な

ど
子
供
た
ち
の
素
直
な
感
想
を
頂
く
こ

と
も
で
き
、
よ
り
牧
場
や
牛
乳
を
身
近

に
感
じ
て
も
ら
え
、
福
島
県
産
牛
乳
の

安
全
安
心
を
多
く
の
参
加
者
へ
知
っ
て

も
ら
う
と
い
う
こ
と

が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。

　

体
験
ツ
ア
ー
の
締

め
く
く
り
に
は
参
加

し
た
子
ど
も
達
に
１

日
の
体
験
を
通
し
て
、

酪
農
や
牛
乳
の
知
識

を
身
に
つ
け
た
の
で
、

酪
農
博
士
の
称
号
を

授
与
し
、
体
験
ツ
ア
ー

を
両
日
と
も
無
事
に

終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
で
三
年
目
を
迎
え
た
本
事
業
で

は
、
体
験
ツ
ア
ー
の
チ
ラ
シ
を
会
津
・

白
河
地
域
の
小
学
校
へ
案
内
し
、
二
日

間
あ
わ
せ
て
四
〇
七
通
一
、〇
一
〇
名
の

多
数
の
応
募
が
あ
り
、
抽
選
会
を
行
い
、

参
加
者
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
開
催
日
時
を
夏
休
み
の
期

間
中
に
設
定
し
、
子
供
た
ち
の
夏
休
み

の
宿
題
や
自
由
研
究
に
役
立
て
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
主
催
者
と
し
て
の
意
向

も
あ
っ
た
中
で
、
一
昨
年
、
昨
年
を
上
回

る
応
募
状
況
に
大
変
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
体
験
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
の

子
供
た
ち
の
変
化
を
親
御
さ
ん
に
お
聞

き
し
た
と
こ
ろ
、「
今
ま
で
以
上
に
牛

乳
を
飲
む
よ
う
に
な
り
、
食
事
を
残
さ

ず
食
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
」、「
自
分
で

触
っ
て
搾
乳
体
験
を
し
た
た
め
、
飲
む

と
き
や
食
べ
る
と
き
に
残
さ
ず
、
感
謝

す
る
よ
う
に
な
っ
た
」、「
よ
り
牛
乳
が

好
き
に
な
っ
た
」
な
ど
、
お
聞
き
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
体
験
を
通
し
て
、
自
ら
が
参

加
し
、
体
験
す
る
と
い
う

事
業
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
再
度
、

実
感
さ
せ
ら
れ
た
と
と
も

に
酪
農
の
大
き
な
魅
力
に

気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
し
た
子
ど

も
達
か
ら
も
た
く
さ
ん
の

感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
、
少
し
で
は
あ
り
ま

す
が
紹
介
致
し
ま
す
。

福島県酪農業協同組合主催　3年目の今年も参加者募集事業にチャレンジ！！

ミネロファームと酪王乳業㈱で牛乳ができまでの工程を家族一緒に体験する事業を開催しました！！
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七
月
十
三
日
に
酪
王

乳
業
株
式
会
社
本
社
に

て
、
大
竹
芳
雄
代
表
取

締
役
社
長
を
審
査
長
と

し
て
、
審
査
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
応
募
の

中
か
ら
、
グ
ラ
ン
プ
リ

受
賞
作
品
二
点
（
動

画
部
門
一
点
・
写
真
部

門
一
点
）、
準
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
作
品

三
八
点
（
動
画
部
門
一
点
・
写
真
部

門
三
七
点
）、
特
別
賞
二
点
を
含
む
、

四
二
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
応
募
い

た
だ
い
た
た
く
さ
ん
の
作
品
に
は
、
ご

家
族
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
、
仲
間
、
と
き

に
は
お
一
人
さ
ま
で
な
ど
、
趣
向
を
凝

ら
し
た
楽
し
い
動
画
・
画
像
を
応
募
頂

く
な
ど
、
応
募
頂
き
ま
し
た
皆
様
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
の
笑
顔
を
力

に
か
え
、“
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
心
を
こ

め
て
”
酪
王
カ
フ
ェ
オ
レ
を
作
り
つ

づ
け
ま
す
。
今
後
と
も
酪
王
カ
フ
ェ

オ
レ
を
何
卒
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し

ま
す
。

　

今
回
、
グ
ラ
ン
プ
リ
・
準
グ
ラ
ン

プ
リ
・
特
別
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た

四
二
作
品
は
、
酪
王
カ
フ
ェ
オ
レ

四
十
周
年
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
サ
イ
ト　

（http://rakuou-cafe40th.com
/

）

に
て
、「
カ
フ
ェ
ス
マ
〜
酪
王
カ
フ
ェ

オ
レ
と
笑
顔
〜
」
の
優
秀
作
品
が
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

酪王カフェオレ40周年キャンペーン！！
「カフェスマ〜酪王カフェオレと笑顔〜」の

グランプリ・準グランプリが決定！！

酪王カフェオレ40周年キャンペーン第２弾！！ 

「カフェスマ〜酪王カフェオレと笑顔〜」
キャンペーンの笑顔のCMが完成！！

　

九
月
一
日
よ
り
県
内
四
局
で
「
カ

フ
ェ
ス
マ
〜
酪
王
カ
フ
ェ
オ
レ
と
笑

顔
〜
」
の
応
募
作
品
を
テ
ー
マ
に
Ｔ

Ｖ
Ｃ
Ｍ
の
放
送
が
始
ま
っ
て
お
り
ま

す
。
予
定
で
は
九
月
は
十
五
秒
版
、

十
月
は
三
十
秒
版
の
予
定
で
す
。
本

編
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
や
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
に
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
の
で
確

認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
Ｃ
Ｍ
ソ
ン
グ
は
福
島
を
中

心
に
ラ
イ
ブ
活
動
中
の
「
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ａ

Ｍ
Ｉ
」
の
描
き
下
ろ
し
で
す
。
彼
女

も
大
の
カ
フ
ェ
オ
レ
フ
ァ
ン
で
す
の

で
、
一
緒
に
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

「
カ
フ
ェ
ス
マ
～
酪
王
カ
フ
ェ

　

オ
レ
と
笑
顔
15
秒
Ｃ
Ｍ
」

　
　
　
　
　

で
検
索
！！

九
月
一
日
か
ら
、
県
内
四
局
で

Ｃ
Ｍ
オ
ン
エ
ア
ー
！！

「MANAMI」

福島県福島市出身在住
シンガーソングライター
ギター弾き語りのスタイルで16才か
ら音楽活動を始め、福島市を拠点に
県内外のライブハウスを中心に精力
的に音楽活動を展開。昨年行われた
風とロック芋煮会主催の「アコワン
グランプリ」ではグランプリを受賞
する。今年、酪王カフェオレ40周年
テレビCMを担当し、９月25日の酪
王まつり2016にて、「酪王カフェオ
レCMソング」を披露します。
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去
る
七
月
九
日
㈯
、
東
京
の
福
島
県
の

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
あ
る
「
日
本
橋

ふ
く
し
ま
館
」
に
て
、
首
都
圏
在
住
の

「
酪
王
カ
フ
ェ
オ
レ
」
フ
ァ
ン
感
謝
イ
ベ

ン
ト
の
一
環
と
し
て
、『
出
張
！
酪
王
カ

フ
ェ
オ
レ 

in 

Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
』
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。 

　

今
回
の
「
日
本
橋
ふ
く
し
ま
館
」
で
の

企
業
貸
切
企
画
（
催
事
・
交
流
コ
ー
ナ
ー
）

は
、
当
社
が
初
め
て
の 

試
み
と
な
り
、

事
前
の
準
備
段
階
か
ら
予
測
が
不
透
明

な
中
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

当
日
は
早
朝
か
ら
雨
が
降
り
続
く
天
候

と
な
り
、
心
配
し
て
お
り
ま
し
た
が
、 

開

店
前
よ
り
カ
フ
ェ
オ
レ
フ
ァ
ン
の
行
列

が
並
ぶ
な
ど
、
開
店
当
初
よ
り
,
終
日

大
盛
況
と
な
り
、
飲
食
コ
ー
ナ
ー
も
満

席
の
状
況
が
続
き
不
安
を
一
掃
い
た
し

ま
し
た
。 

首都圏の酪王カフェオレファンへの感謝イベント第3弾!!

東京・日本橋にて　　
『出張！酪王カフェオレ in MIDETTE』　　

を開催！！　　
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特
に
目
玉
で
あ
る
「
カ
フ
ェ
オ
レ
ソ

フ
ト
ク
リ
ー
ム
」
は
、
常
時
販
売
が
途

切
れ
る
こ
と
が
無
く
、
四
五
二
本
の
販

売
を
記
録
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
カ

フ
ェ
オ
レ
パ
ン
セ
ッ
ト
」を
は
じ
め「
ク

リ
ー
ム
ボ
ッ
ク
ス
」
等
も
予
想
以
上
の

売
れ
行
き
で
、
開
店
か
ら
数
時
間
で
完

売
と
な
る
状
況
で
し
た
。 

　
「
ふ
く
し
ま
館
」
の
関
係
者
よ
る
と
、

開
催
当
日
は
、
通
常
よ
り
若
い
客
層
の

来
店
客
が
多
く
、
終
日
非
常
に
活
気
あ

り
、
他
の
福
島
県
産
品
の
売
上
ア
ッ
プ

に
も
貢
献
し
た
こ
と
に
感
謝
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
当
社
に
と
り
ま
し
て
も
、

一
部
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
酪
王
カ

フ
ェ
オ
レ
」
を
知
ら
な
か
っ
た
お
客
様

も
十
分
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
た
内
容

で
、
新
た
な
フ
ァ
ン
の
獲
得
と
、
今
後

の
首
都
圏
で
の
酪
王
ブ
ラ
ン
ド
の
拡
大

に
大
き
く
寄
与
で
き
た
意
義
の
あ
る
イ

ベ
ン
ト
で
し
た
。
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八
月
十
九
日
に
開
成
山
野
球
場
で
行
わ

れ
た
プ
ロ
野
球
独
立
リ
ー
グ
・
ル
ー
ト
イ

ン
Ｂ
Ｃ
リ
ー
グ
の
「
福
島
ホ
ー
プ
ス
対
読

売
巨
人
三
軍
」
戦
は
酪
王
乳
業
の
マ
ッ
チ

デ
ー
と
し
て
催
さ
れ
、
約
七
〇
〇
人
の
来

場
者
を
迎
え
、
地
元
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

チ
ー
ム
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
初
め
て
主
催

し
て
に
ぎ
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　

先
着
三
〇
〇
名
に
酪
王
カ
フ
ェ
オ
レ

二
〇
〇
㎖
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
ス
タ
ン
ド

で
は
酪
王
カ
フ
ェ
オ
レ
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
、
牛
乳
、
カ
フ
ェ
オ
レ
、
お
菓
子
の
販

売
を
し
ま
し
た
。
五
回
裏
に
は
牛
乳
早
飲

み
大
会
を
実
施
し
、
小
学
生
以
下
の
子
供

の
部
は
酪
王
牛
乳
二
〇
〇
㎖
、
中
学
生
以

上
の
大
人
の
部
は
酪
王
牛
乳
九
〇
〇
㎖

に
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
人
の
部
に
は
ホ
ー
プ
ス
も
選
手
も
参

加
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
大
い
に
盛
り
上
げ

て
く
れ
ま
し
た
。

初
開
催
！！
　

酪
王
乳
業
特
別
協
賛
試
合“
酪
王
乳
業
マ
ッ
チ
デ
ィ
ー
”

　
　
福
島
ホ
ー
プ
ス
VS
読
売
巨
人
三
軍

牛乳早飲み

来場者プレゼント

開会セレモニー

　皆様はじめまして。全酪連入会４年目の今城南郎（いまじょうみなお）と申します。８月１
日より、福島県酪協駐在員としてお世話になることとなりました。
　私は入会してすぐ、福島矢吹にある本会研究所に配属となり、１年半の間、現場作業を担
当をしておりました。その後、本会仙台支所に配属となり、酪農資材担当・宮城県推進担当
などの業務を経て、８月より再び福島県に戻って参りました。
　今回はこの場をお借りして、自己紹介をさせていただけることとなりました。
　出身は高知県でございます。実家は四万十川の近くにあり、子供の頃はエビを獲ったり飛
び込みをしたり、よく川で遊んでいました。高知と言えば坂本竜馬、かつお、よさこい祭り･･･などなど、多く
の観光的要素があります。自然が豊かで食べ物もおいしいのでみなさん、ぜひ一度高知へお立ち寄りいただ
けたら幸いです。
　趣味は野球、フットサルです。野球は小学校から高校までの期間、部活動としてやっておりました。また、
大学でもソフトボールをやっていた為、下手にキャリアだけは長いです。社会人になってからは草野球チーム
に所属し、月数回ほど試合をしておりました。
　また、フットサルは、元々サッカーが好きだったこともあり大学の頃から始めました。大学時代は多いとき
で毎週のように試合をしておりました。
　私自身まだまだ経験も浅く不安も多くありますが、精いっぱい精進し皆様のお役にたてるよう頑張りたいと
思います。何卒よろしくお願い申し上げます。

全酪連の小窓　第61回 ～ 自己紹介　全酪連仙台支所　福島県酪協駐在　今城  南郎 ～
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　バルククーラー保険（動産総合保険）は、農場にお
いて、偶然に発生した事故によりバルククーラー内の
生乳を汚損し廃棄した際に損害額の90％又は50％の
保険金を支払いするものです。（集乳前の生乳廃棄事
故が保険対象です。事故２回目以降は50％の支払）
　対象となる保険事故は、生乳が抗生物質、異常な細
菌数、血乳、洗浄水による汚染等により、受入が不可
能と判断された場合などで、検査機関に持ち込み、不

良乳である証明が必要になります。
　バルククーラー保険の契約更新の時期となりまし
た。現在、保険加入されている方には、保険加入継続
の書類をお送りしますのでご記入のうえ、各支所まで
お送りください。
　また、未加入の方で新規加入したいという方につい
ては、支所までご連絡ください。バルククーラー保険
契約申込書をお送りさせて頂きます。

保険金額 掛金 目安容量（ｔ）

５万円 １１，５００円 ０．５

１０万円 ２３，０００円 １．０

１５万円 ３４，０００円 １．５

（参考：Ａプラン保険金掛金）
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県　北　支　所

安 達 事 業 所

県　中　支　所

田 村 事 業 所

小 野 事 業 所

会 津 事 業 所

浜　　支　　所

県　南　支　所

JAふくしま未来(飯舘)

　県　　　酪　

酪農家戸数

戸数
（避難戸数）

組合／支所

区　　分

前年度
戸　数

前年比 育成 初妊 乾乳
妊娠

妊娠
搾乳

空胎
搾乳

小計
合計

前年度
頭　数

経　産　牛
乳　　　牛　　　頭　　　数

前年比
 1 戸当
り頭数

戸 ％ 頭戸 頭 頭 頭 頭 頭 頭 頭 ％ 頭

乳牛頭数調査集計表（公共機関を含む） 2016年７月31日現在

県　北　支　所

安 達 事 業 所

県　中　支　所

田 村 事 業 所

小 野 事 業 所

会 津 事 業 所

浜　　支　　所

県　南　支　所

JAふくしま未来(飯舘)

　県　　　酪　

組合／支所

区　　分 月　別　分　娩　予　定　頭　数 販　　売　　乳　　量

2016
８月

2016
９月

2016
10月

2016
11月

2016
12月

2017
１月

2017
２月

牛乳
出荷
戸数

1日当り

地域別販売乳量 1日1頭当り乳量
1日1戸
当り

搾乳牛 経産牛
頭頭 頭 頭 頭 頭 頭 戸 kg kg kg kg

 （7）20 24 83.3 258 103 56 405 752 1,213 1,574 1,100 143.1 78.7

 21 22 95.5 79 60 44 132 257 433 572 618 92.6 27.2

 29 31 93.5 146 71 100 192 463 755 972 1,010 96.2 33.5

 27 28 96.4 33 15 22 56 165 243 291 325 89.5 10.8

 27 28 96.4 49 30 55 103 217 375 454 496 91.5 16.8

 9 9 100.0 69 28 43 76 117 236 333 318 104.7 37.0

 （34）10 11 90.9 74 23 22 57 118 197 294 329 89.4 29.4

 53 58 91.4 640 264 319 707 1,120 2,146 3,050 3,184 95.8 57.5

 （11）0 0 0.0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0

 196 211 92.9 1,348 594 661 1,728 3,209 5,598 7,540 7,380 102.2 38.5

 72 66 56 57 96 98 119 20 28,658 1,433 24.8 23.6

 34 34 38 32 41 27 30 21 10,944 521 28.1 25.3

 52 56 54 60 43 40 58 29 16,583 572 25.3 22.0

 14 13 17 13 16 9 11 26 5,071 195 22.9 20.9

 27 31 30 18 27 31 24 25 8,278 331 25.9 22.1

 12 27 22 16 15 27 28 9 4,804 534 24.9 20.4

 15 15 9 20 15 8 20 8 4,723 590 27.0 24.0

 138 188 166 185 186 199 228 53 50,598 955 27.7 23.6

 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0

 364 430 392 401 439 439 518 191 129,660 679 26.3 23.2

　平成28年７月の受託乳量は、県全体で前年比
103.3％の実績でありました。
　団体別の受託乳量は、本組合が4,028㌧前年比
106.0％（対前年同月226㌧増）、全農県本部は2,040
㌧の対前年比98.5％（対前年同月31㌧減）の実績で

ありました。
　東北生乳販連の受託実績については、前年比
99.4％となりました。
　なお、全国の受託実績は対前年比100.5％であり
ます。（北海道：102.3％、都府県98.4％）

平成28年度受託乳量の状況

　７月の東北全体での用途別販売状況については、
醗酵乳向けは110.1％（全国の前年比101.8％）と上
回り、飲用向けが98.7％（全国の前年比102.2％）、
加工乳向けは前年比88.1％（全国の前年比99.3％）、
学乳向けが95.4％、生クリーム向けは106.0％（全国

の前年比100.0％）、チーズ向けは73.4％（全国の前
年比92.4％）と前年を下回り推移した。
　なお、今月の当組合酪王乳業での生乳使用量は日
量平均45.0㌧で、本組合生産量の34.6％、県全体生
産量の23.0％を処理しています。

平成28年度用途別販売乳量の状況（東北全体）
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団　　体　　名

県　　酪　　協
全農福島県本部
合　　　　　計
東北生乳販連
全　　　　　国

受託乳量
（㌧）

日　量
（㌧）

前年比
（％）

団体別受託乳量の状況
７　　月　　分

 4,028 129.9 106.0
 2,041 65.8 98.5
 6,069 195.7 103.3
 45,775 1,476.6 99.4
 606,154 19,553.4 100.5

用　途　別 販売乳量
（㌧）

日　量
（㌧）

前年比
（％）

（東北全体７月）

備考
1）買取乳量を除く

飲　用　向　け
加　工　向　け
学校給食向け
醗 酵 乳 向 け
生クリーム向け
チ ー ズ 向 け
全乳哺育向け
合　　　計

 31,009 1,000.0 98.7
 3,503 113.0 88.1
 1,944 63.0 95.4
 7,457 241.0 110.1
 1,666 54.0 106.0
 193 6.0 73.4
 1 0.0 100.0
 45,773 1,477.0 99.4

平成28年度月別支払乳価表平成28年度月別支払乳価表

■東北全体プール乳代金 4,652,114千円 単価106.138円
■  内  福島県分プール乳代金① 594,601千円 単価106.138円
　　　　 プール対象外乳代金② 68,960千円

（学乳向け・買取向け乳代金）
　　　　　　合計乳代金①＋② 663,561千円 単価109.327円

　７月分支払乳価については、現在のところ加工向
け飲用向け共に価格据え置きで取引されており前年
対比で大幅な乳価増減は有りませんでした。プール
乳価、補給金単価合せて前年より13.9銭下回る単
価となりました。

増　　減項　　目 前年同月

（注）上記合計は、脂肪率３．５％・無脂固形率８．３％の補給金込みの乳
価。

前々年同月28年７月
 104円856 104円850 0円006 101円651
 　　0円969 　1円114 －0円139 　1円175
 105円825 105円964 －0円139 102円826

プール乳価
補給金単価
合　　計

 4 月  5 月  6 月  7 月  8 月  9 月 10月 11月 12月  1 月  2 月  3 月

単位・トン
6,000

5,500

5,000

4,500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

28年度

27年度

26年度

25年度

24年度

合　計 4  月  5  月  6  月  7  月  8  月  9   月 10  月 11  月 12  月  1   月  2   月  3   月

4,052

4,476

4,148

3,921

4,094

104.4

4,200

4,605

4,185

4,061

4,231

104.4

3,943

4,287

3,879

3,836

4,025

104.9

3,913

4,231

3,775

3,802

4,028

106.0

4,178

4,149

3,749

3,575

95.4

4,373

4,276

3,886

3,830

98.6

24年度

25年度

26年度

27年度

28年度

前年比％

年度 月

月別受託乳量　県酪協（トン）

49,419

50,637

45,959

45,129

98.2

4,569

4,343

4,035

4,071

100.9

3,790

4,129

3,703

3,658

98.8

3,964

4,062

3,621

3,513

97.0

4,110

4,053

3,620

3,486

96.3

4,273

4,219

3,781

3,668

97.0

4,054

3,807

3,577

3,708

103.7
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第250回  県酪協乳牛市場成績

区分 畜種 雌雄 成 立 数
（成 立 率）

最 高 価 格
最 低 価 格

平 均 価 格
（前 回 比）

平 均 体 重
（前 回 比）

平 均 単 価
（前 回 比）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

ET和牛
初生牛

ET和牛

乳　　牛

交 雑 牛

メス

雄

メス

雄

メス

雄

価格：円（落札価格）　率・比：％　　体重：㎏

 9 632,000 506,000 100 5,038
 100 338,000 83 96 86
 21 704,000 596,429 99 6,039
 95 415,000 100 98 100
 2 63,000 60,500 58 1,043
 100 58,000   
 69 180,000 140,623 72 1,952
 99 41,000 81 103 78
 94 329,000 225,149 68 3,328
 100 74,000 89 99 91
 121 385,000 304,719 73 4,186
 100 60,000 87 99 89

平成28年８月９日開催 購買者数　25名（うち県外10名）

初生牛の畜種別価格帯毎分布表

畜  種 雌雄

ET和牛 メス
雄

価　　　　格　　　　帯（万円）

畜  種 雌雄

交雑牛 メス
雄

価　　　　格　　　　帯（万円）

畜  種 雌雄

乳　牛 メス
雄

価　　　　格　　　　帯（万円）

（ 0 は0.1～0.9万円、 1 は1.0～1.9万円、以下同様。尚、落札価格です。）

45 46 47 48 49 50 55 56 57 58 61 62 63 64 65 66 67 68 69
1 2 2 1 2 1
1 2 2 1 1 1 2 2 1 1 1 2 1 1 2

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

～

～～ ～

<13

<41

1 1
1 1 2 1 2 2 8 17 13 2 6 12 2

70 71

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36
4 1 5 4 5 12 13 12 10 4 5 4 1 3 5 4 2
2 3 1 1 1 3 4 3 9 8 22 21 13 12 8 5 4 1

37 38

年次別・月別支払乳価一覧（補給金を含む）
年　度 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 平均
28年度 105.156 106.012 106.878 105.825
27年度 105.116 105.882 106.888 105.964 105.240 107.090 107.342 106.859 106.298 105.468 106.726 104.446 115.756
26年度 100.739 102.193 103.829 102.826 101.978 104.278 104.043 104.000 102.000 102.606 103.222 101.321 112.094
25年度 96.846 98.345 99.659 98.837 97.220 99.688 102.698 102.627 100.215 100.738 101.861 99.542 108.934
24年度 96.446 97.780 99.371 98.530 97.817 100.446 99.772 99.452 97.324 97.231 97.699 95.806 107.061
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８月２日	 元気なふくしまっ子「食」体験・交流
　～３日	 事業
８月３日	 全国酪農協会役員会・新酪農会館建設
　～４日	 合同会議
８月３日	 全国酪農協会東・西日本地区酪農ネッ
　～４日	 トワーク委員会
８月４日	 福島県獣医師会理事会
８月９日	 乳牛セリ市場
８月10日	 福島県牛乳普及協会幹事会
８月12日	 経営会議

８月17日	 福島県酪青連夏季レクレーション
８月23日	 内部検査(第１四半期)
８月24日	 酪王乳業㈱取締役会
８月24日	 ㈱らくのう乳販取締役会
８月25日	 福島県農業会議通常総会
８月26日	 第５回理事会
８月26日	 監事と代表理事等との定期的会合
８月31日	 やまびこ会研修会
８月31日	 第５回経営検討会
８月31日	 第３回再建検討委員会

組　合　の　動　き　　８　月

第５回　８月26日

理　　事　　会

■ 　議　　案　 ■
議案第１号	 平成２８年度第１・四半期事業報告及び

部門別損益報告について
議案第２号	 定款の変更について

■ 　報告事項　 ■

１）畜産環境整備機構リース事業貸付対象施設等貸付
　　申請報告について
２）子会社の平成28年度第１・四半期実績報告について
３）平成28年度第１・四半期経営検討農家の現況について
４）ふくしま酪農まつりについて
５）酪王まつりについて
６）今後の日程について

　７月20日㈬福島県農業総合センターにて、第55回福
島県獣医畜産技術総合研究発表会が開催され、県内の
各機関から13題の発表がありました。
　福島県酪農業協同組合からは、生産部診療課　鈴木
真一 課長（題：牛群検定成績による枯草菌給与効果の
検討）、生産部生産指導課　甲斐響（題：福島県酪農
協における自給飼料生産経費算出シートの製作）、県

北酪農指導所　平尾修（題：県北地域における飼料米
の給与事例について）、県南酪農指導所　三浦愛美（題：
福島県酪農協における乳用牛繁殖遅延損失額算出シー
トの製作）の４名が発表しました。
　４名のうち、鈴木真一 課長の発表が優秀賞に選ばれ、
10月４日～５日に開催される、東北地区獣医師大会の
場で発表することとなりました。

採用職員紹介

平成28年９月１日付採用

増
ましこ

子　桂
けいこ

子 嘱託職員 経営管理課

第55回福島県獣医畜産技術総合研究発表会開催される!!



K E N R A K U D A Y O R IK E N R A K U D A Y O R I

13

バイエル子牛の健康講座 おしえて！ウッシー先生⑰ 

 

 前回は「初乳サプリメント」と評価される初乳製品を生後 3 時間以内の子牛に 3 袋給与

しても十分な免疫をあたえることができなかった事例をご紹介いたしました。この事例か

らも初乳サプリメントはそれ単独で使用するというより、初乳とともに使用することで不

足する免疫グロブリンを補う役割があると考えられます。一方、代用初乳とはその名の

とおり、「初乳」として使用できる製品です。ひとことで「初乳製品」といってもサプリメント

と代用初乳がありますのでそれぞれの役割を考える必要があるでしょう。 

  

「初乳サプリメント」もしくは「代用初乳」をあたえたときで、子牛への免疫の受け渡し

にどの程度ちがいがあるのかを検証した例をご紹介します。各グループを 21 頭ずつ 4 つのグ

ループに分けて、出生後 3 時間以内に次のような処置をしました。 

グループ 1：母牛からの初乳を約 4L 給与 

グループ 2：初乳サプリメント 2 袋（IgG100g に相当）を給与 

グループ 3：代用初乳 1 袋（IgG100g に相当）を給与 

グループ 4：代用初乳 2 袋（IgG200g に相当）を給与 

生後 24 時間後における血中の IgG 濃度、総タンパク濃度、免疫の受け渡しに成功した頭数を

下の表に示します。血中の IgG 濃度が 1,000mg/dL 以上のとき、免疫の受け渡しが成功したと

します。 

表 血中 IgG 濃度、総タンパク濃度、免疫の受け渡しに成功した頭数 

グループ 方法 
血中 IgG 濃度 総タンパク濃度 免疫の受け渡しに 

(mg/dL) (g/dL) 成功した頭数(%) 

1 母牛からの初乳 2,720 ± 1,020  6.2 ± 0.7 19 (90) 

2 初乳サプリメント 2 袋 700 ± 220 * 4.5 ± 0.5* 2 (10)* 

3 代用初乳 1 袋 1,160 ± 290 * 5.0 ± 0.7* 17 (81) 

4 代用初乳 2 袋 1,690 ± 620 * 5.6 ± 0.5* 20 (95) 

*グループ 1 と有意差あり(P<0.05） 

 

 

グループ 2 で免疫の受け渡しに成功したのは 2 頭（10%）だけでした。また、グループ 2 と 3 は

同じ量の IgG を与えているにもかかわらず、免疫の受け渡しに成功した割合に差がみられま

した。グループ 1、3、4 においては免疫の受け渡しに成功した割合は同等でした。 

 

 
〒981-3133 

仙台市泉区泉中央 1-14-1 インテレクト 21 

℡ (022)776-0271 

JAVMA, Vol 229, No.8, October 15, 2006
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『ほっとMilk』投稿募集について
１．テーマは自由（ほっと(^o^)する話題がいいですね）
　　◎文章だけでも結構です。
　　◎写真があると最高です。

２．受付（常時受け付けしています）
　　メール・ＦＡＸ・支所経由・直接持参、何でもＯＫです。
　　E-mail : hiro-watanabe@fukuraku.or.jp・FAX0243-33-1103

　８月26日㈮に、ラグビー日本代表　大野均選手（東芝ブレイブルーパス所属）の地元の後援会へ、福島県酪農
業協同組合より、支援金を贈呈いたしました。
　大野均選手は、９月２日㈮にジャパンラグビートップリーグ　東芝ブレイブルーパス　VS　NECグリーンロケ
ッツ戦にて、史上初150試合出場を達成するという大きな記録を作りあげました。
　後半20分から出場し、チームの苦しい時間帯に、誰よりも泥臭くプレーしており、大野選手が多く選手から尊
敬され、たくさんのファンに愛される理由です。
　さらに、10月９日㈰には、「いわきグリーンフィールド(いわき市)」にて、東芝ブレイブルーパスVS　
Honda　HEAT戦が開催され、初めての福島県内での開催となります。
　そして、日本代表として、現在98キャップ（国際間の真剣勝負への出場数）を誇り、100キャップが目の前に
せまっている中、11月５日㈯アルゼンチン戦を含め日本国内外で４試合が行われることも決定しておりますの
で、応援よろしくお願いします。

大野選手のサイン入りラグビーボールをいただきました！！
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ラグビー大野均選手後援会へ、県酪農協より、支援金をお渡ししました。

大野 均 選手、ジャパンラグビートップリーグにて、

史上初150試合出場達成！！
そして、日本代表100キャップ今年中に達成を期待して！！


